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著者等は、既報で提案したフラジリティ評価用入力地震動の応答係数（保守性と不確実さ）評価手法に

関して、PRA実務での適用性評価のため、モデルプラントを対象に検討を行った。 
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1. はじめに 著者等は、入力地震動の応答係数の改善及び機器フラジリティ評価における建屋非線形応答

特性の考慮の観点で、手法高度化の提案を行った（既報(1)～(3)）。本報では、入力地震動の保守性と不確

実さの評価例を示し、(5)では、高加速度領域で建屋床応答をより現実的に評価するための地震応答解析モ

デルを提案する。また、(6)では、建屋動的非線形特性を考慮した機器フラジリティ評価について報告する。 

2. 地震動サブ応答係数の評価方法と評価結果 地震 PRA におけるフラジリティ評価用入力地震動は、設

計用基準地震動や一様ハザードスペクトル（UHS）に基づく地震動が用いられ、応答係数のばらつきは、

地震ハザード評価に含まれるとして、考慮しないとの考え方が国内では一般的となっている。設計波や UHS

波は、全周期帯でパワーを有する特徴があり、サイトで将来観測される地震動のスペクトルの平均像では

ない。本研究では、モデルプラントの地震ハザード評価と整合する震源特性を考慮し、設定加速度毎の超

過頻度に適合したマグニチュードと震源距離により、断層モデルを用いてサイトで将来観測される地震波

形群を作成し、入力地震動の保守性と偶然的不確実さ（βr）を評価した。図 1に、応答係数の算定のため

基準地震動レベルで 40 波抽出した地震波群の規準化応答スペクトル（各地震波の応答スペクトルを最大

加速度で規準化）の結果を示す。地震波群のうち、 

基準地震動レベルの 40 波のスペクトル形状を図 1 

中の灰色の線で示す。40波の中央値（黒実線）は、 

基準地震動（赤線）、UHS（青線）より、多くの周 

期帯で下回った。 

3. まとめ 本評価手法を適用することで、設計レベ

ルを超えた地震動レベルにおいて、より現実的なフ

ラジリティ評価用入力地震動（例えば、図 1 緑線中

央値スペクトルに一番近い代表波）の作成及び応答

係数の保守性と不確実さの評価が具体化できる。 
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図 1 地震波群の規準化応答スペクトル 

3C07 2017年秋の大会

 2017年 日本原子力学会 - 3C07 -


